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昨
年
の
6
月
5
日
に
設
立
し
た
新
参
者
で
あ
る
。

設
立
し
た
背
景
は
、
地
球
環
境
問
題
が
多
様
化
し

て
い
る
社
会
の
中
で
、
本
来
あ
る
べ
き“

自
然
保

護”

を
次
の
世
代
に
、
継
承
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
活
動
し
て
い
る
。

“

自
然
保
護”
は
英
語
で
、conservation

と
訳

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
に
よ

る
とconservation

は
、
保
護
、
保
全
、
保
存
、

protection 

は
、
守
る
こ
と
、
保
護
、
防
衛
、

preservation 

は
保
存
、
維
持
、
貯
蔵
と
訳
さ
れ
て

い
る
。
例
え
ばconservation biology

は
保
全
生

物
学
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
そ
も
そ
も
「
自

然
保
護
」
と
い
う
言
葉
が
公
式
な
意
味
で
、
議
論

さ
れ
合
意
さ
れ
た
の
は
、
い
つ
だ
ろ
う
か
？
　

古
い
話
に
な
る
が
、
1
9
7
4
（
昭
和
49
）
年
6

月
5
日
に
、
当
時
の
皇
太
子
同
妃
両
殿
下
が
臨
席

さ
れ
、
自
然
保
護
憲
章
制
定
国
民
会
議
が
「
自
然

保
護
憲
章
」
の
制
定
を
宣
言
さ
れ
た
。
自
然
保
護

憲
章
は
、
自
然
保
護
に
関
す
る
国
民
的
指
標
と
し

て
制
定
さ
れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
当
法
人
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
頂
き
た
い
。

リ
ア
ル
・
コ
ン
サ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
こ
の
自
然

保
護
憲
章
と
生
物
多
様
性
基
本
法
の
制
定
文
を
基

本
理
念
と
し
て
い
る
。

私
た
ち
の
活
動
の
基
本
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
生

態
系
を
基
本
と
し
て
考
え
行
動
す
る
こ
と
で
あ
る
。

自
然
と
共
生
す
る
社
会
の
形
成
や
様
々
な
自
然
や
環

境
保
全
に
貢
献
し
、
人
々
が
健
康
で
幸
福
に
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
自
然
や
環
境
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

活
動
を
始
め
て
ま
だ
8
ヶ
月
だ
が
、
次
の
7
つ
の

活
動
が
柱
で
あ
る
。

1 

環
境
問
題
の
現
場
と
政
策
を
繋
い
で
保
全
を
促
進
す

る
活
動
。

2 

生
態
系
を
基
本
と
し
て
持
続
可
能
な
社
会
を
目
ざ
す

活
動
。
現
在
は
、
勉
強
会
を
開
催
中
。

3 

自
然
の
摂
理
を
理
解
し
教
育
す
る
活
動
。

4 

自
然
関
連
の
法
制
化
や
法
改
正
に
関
す
る
活
動
。
こ

の
活
動
で
は
、
ロ
ビ
イ
ス
ト
養
成
す
る
講
座
を
開
い

て
い
る
。

5 

政
策
に
対
す
る
シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能
を
有
す
る
活
動
。

6 

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
自
然
保
護
と
福
祉
に
関
す

る
活
動
。

7 

そ
の
他
当
法
人
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な

活
動
の
一
つ
と
し
て
、
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
の
管
理
・

運
用
を
行
っ
て
い
る
。
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